


心 の 糧
十二使徒評議員

マ ー クE.ピ ー タ ー セ ン

始認溜隷蹴密篇毒妥轟霧灘篇擁
は耳を傾 けよ うとは しなか った。キ リス トの言葉 に反対 し,非 常 に怒 って その生命

を奪お うとす る者 もあ り,つ い に,彼 らはキ リス トを十字架 につ けて しまった。

キ リス トが昇天 された後,主 の弟子 たちは努力 して主 の御業 を続 けて行 な った。

しか し彼 らもまた誤 解 され,ほ とん どの人 に信 じられず,ひ どい迫害 を受 けた。

聖典 に記 されてい るように,彼 らはど こに行 って も悪 く言 われ た。主 な理 由は彼

らの教 えが非常 に信 じに くい とい う ことであった。

も しキ リス トを受け入れ ようとす るな ら,我 々はキ リス トの教 えを受 け入 れなけ

ればな らない。いつわ りは何事を も成 し遂げ ない。 キ リス ト御 自身 が,二 人 の主 に

かねつかえ ることはで きない と言 って お られ る。 そ こで も しキ リス トを認 め るな ら

我々は,キ リス トがお建て にな った教会 を認 め,そ のあるが ままの姿 を喜 んで受 け

入れねばな らない。た とえそれが,我 々の心 に慣 れ親 しんだ伝統 を くつがえす もの

であろうと も。

末 日聖徒の告げ るよきおとずれ は,こ の ことで ある。 た とえ信 じがた くとも,た

しか に神は生 きて ま しま し,我 々の天父 である。 またイエス ・キ リス トは神 の御子

で あ り,キ リス ト教 徒の救い主,ユ ダヤ人 のメシヤ,全 人類 のあが ない主 で ある。

我 々の時代 に新 しい予言者が たて られ,ふ たたび使徒 たちが地上 を旅 してい る。

ふ たたび古代 の叫び声が聞 こえる。 「悔 い改 めよ,天 国は近 づいた」(マ タイ4=

17)今 や 福音 は,純 粋 なままに回復 され たのであ る。
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そ して,イ ス ラ エル の 多 くの子 ら

を,主 な る彼 らの 神 に立 ち帰 らせ る

で あ ろ う。

彼 は エ リヤ の 霊 と力 と を も って,

み ま え に先 立 って 行 き,父 の 心 を子

に 向 け させ,逆 ら う者 に義 人 の思 い

を持 た せ て,整 え られ た 民 を主 に備

え る で あ ろ う。(ル カ1:16～17)

キ リス トが漁 師 を 召 さ れ た 様 子

は,ハ リー ・ア ンダ ー ソ ンの 美 し い

油 絵 「漁 師 を召 す キ リス ト」 に よ く

描 か れ て い る。
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「_の 世 に住 め る人 々よ,こ はまたわが誠命 の書 のは し
一

が きに して,そ の書 は汝 らに公 にせ んためわが彼 ら

に与え しところな り」 とい う啓示 の中 で,主 は次 のよ うに述

べてお られ る。 「聴 け,汝 らわが教会 の人 々よ。 い と高 きと

ころに住 みて,す べての人 を見 ま もる者 の声 は告 ぐ。 曰 く,

誠 にわれ告 ぐ,汝 ら民 よ,遙 かな る所 よ り耳 を傾 け よ。海の

島 々にある者 よ,共 に聴 け。」(教 義 と聖約1:6,1)

この 「汝 ら民 よ,遙 か なる所 よ り耳 を傾 けよ。海 の島 々に

あ る者 よ,共 に聴 け」 とい う意義 あ る言葉 は,ア ジアの国々

にあて はま る。

過去二年間で私 は四回 これ らの アジ アの島々を訪 れ,ま た

それ以前 アメ リカ合衆 国政府 閣僚時代 には二度訪れ た。 その

時,私 は幾度 とな く,こ の予言 の言 葉を心 に浮かべ た。

タイ,マ レー シア,ヴ ェ トナム,シ ンガポール,イ ン ドネ

シア,イ ン ド等 の国々を訪 れ る度 に,「 遙かな る所 の民」 と

い う言葉 を思 ったのだ った。 そ して,旅 行社 の説明 によると

これ らの地 か らソル トレーク市 までは,東 回 りで も西 回 りで

も 「距離 はだいたい同 じ」だ そ うである。私 は前 日に出来上

った 「ジ ョセブ ・ス ミス の証」を タイ国王 に差 し上 げ る時に

もこれを思 った。それは タイ語 による教会 の最初 の出版物 だ

174

った。

「海 の島々にある者 よ
,共 に聴 け」。過去二年間私 は どれ

ほ どこの言葉 を心 に思 い浮 かべた ことで あろ うか。800人 以

上 の若人が参 加 したユース ・コンファレンスで,私 たちは125

名 の証 を聞 き,証 会は4時 間半 に及び,な お85名 が 会場 の都

合で証で きない状態 だ った。

昨年 の四月,シ ンガポ ールの地を奉献す る際,「 海の島々」

とい う言葉 を思 い浮べた。 シンガポール には300人 程 の教会

員が お り,現 在教 会堂 の建築が進行 してい る。

また,台 湾 を訪 問 した時,2,000人 以 上 の出席者 があって

フ ィリピン(7,000の 島 々に約4,000万 の人 々が庄 んでい る)

の マニ ラで開かれた:地方部大会 に出席 した時,「 海 の島々」

とい う主 の御言 葉を思 った。 さ らに,/万4千 の島々を擁 す

るイ ン ドネシアの奉献 に向か った際 当地 の指導者 たちか ら

心か らの歓迎 を受けた時,再 び 「海 の島々」 とい う言葉 が心

にどっ と浮 かんで来た。

倉湾 の指 導者たちを訪れ,香 港,韓 国等 において増加を続

け る教 会員た ちを訪れ る時,こ れ らの親 しく,謙 遜 で,勇 気

あ る人 々は主の召 しに従い,「 共 に聴 い」 てい るのを見 るこ

とがで きる。
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ア ジ ア の 伝 道 部 長 報 告

日 本 」ムイ 道 部

ウ ォル ターRビ ル ス伝道 部 長

々の伝道部は,1,200万 の人口を持つ世界最大の都市我

東京を含んだ本州の北半分 と,現 在はほとんど絶えつ

つある原住民,時 たま青い目も見 られる白色の肌を したアイ

ヌの居住地北海道にわたっている。

伝道部には6,697名 の会員,17の 支部,17の 伝道地がある。

新 しい礼拝堂が東京に4つ,横 浜,高 崎,札 幌,旭 川にそれ

ぞれ1つ ずつ,計8つ 建て られ,他 に6つ の建物が礼拝堂に

修築されている。

古い借家の建物内では,教 会員は畳や座布団にすわる。ま

た北の地方は冬季に非常に寒 くなるため,小 さな石油ス トー

ブを幾つ もたいて暖をとる。4支 部 と3伝 道地のある北海道

では,礼 拝堂のひさ しの高 さまで雪が積 もることもしばしば

である。

我々の伝道部全体を通 じて,教 会員はふつ う30分から3時

間ほどの道のりを地下鉄,バ ス,電車などで教会に通 う。その

ため集会はほとんど一日中を使ってまとめて次々に行なわれ

る。バプテスマ会は日曜日の早朝に海へでかけたり,手 製の

フォン トで行なわれ る ことが多 い。教会員 は セールス マン,

筋 肉労働者,医 師,歯 科医,実 業家な どあ らゆる職業 の人 々

にわ たって い る。現在 は159人 の長老 と22人 の姉 妹で計181名

の宣教師が お り,そ の うちの20人 は 日本人で あ る。1968年 に

は281名 の バプ テス マが あ り,1969年 に は710名 の バプ テス

マが行 なわれた。1970年 は バプテスマの 目標 が2,500名 に 定

め られてい る。

伝 道部 の東 半分で は,主 にモルモ ン経配 布 プ ログラムを通

して,教 会 がよ く知 られて きてい る。1969年 の前半 で6,326

冊 の モル モ ン経が売 れ,後 半に は48,147冊 が 売れ た。1970年

に は20万 冊 か ら30万 冊 が売れ るようにと希望 して い る。 ま
も

た,6つ の案 内所 を作 って,映 画 「幸福 を探 し求 めて」の 日

本語版 を上 映 したい と思 っている。 さ らに1970年10月 に は二

機 の飛 行機を チャーター してソル トレークでの総大会 に出席

す る計画 もある。我 々は特 に 万博'70年 の 準備 をな しつつ,

大 い なる年 を待 ち望 むのであ る。

日 本 沖 縄 伝 道 部

エ ドワー ドY.岡 崎 伝 道 部 長

々の伝道部は日本の半分すなわち本州の半分 と九州,我

四国,沖 縄を含ん でいる。 この地域 の人 口は5千 万 で

ある。(日 本 の総人 口は1億)

興 味深 い ことに,日 本 の習慣 や宗教 には,真 理 の福音が昔

日本 に も伝 わった ことを証 明す るよ うな事柄が見 られ る。 そ

の幾 つかをあげ ると,(1)神 道 に は死者の ため にバ プテスマを

す るとい う儀式が ある。(2)死 ん だ人 は この世 における名前 を

失い,僧 侶か ら天上 におけ る名前を もらう。(3)人 々 は先祖 の

ために 「働 き」を なさねば な らない。(4旧 本人 は家長制 を信

じて いる。(5犠 牲 によ り天か ら祝福 が もた らされ るとい う誓
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約 を 信 じて いる。(6)日 本 創造 の物語 は,天 地創造 の話 と類

似 してい る。

我 々の伝道部 には5,281名 の 教会員,32の 支 部,6つ の伝

道地,2つ の軍人地 方部 が ある。4つ の礼拝堂 が建 て られて

い るほかは,み な借家で ある。現在 の宣教師数 は191名,そ

の他 にパー トタイ ム宣教師が18名 いる。1969年 は,613名 が

教会 に改宗 した。

今 日日本 において教会 はよ く受 けいれ られてお り,特 にア

ジア初 の万 国博 が 当伝道部 内の大 阪で開催 され 蚤1970年 は前

途が期待 され る。
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香 港 台 湾 伝 道 部
W.ブ レン ト ハ ー デ ィー 伝道 部 長

伝道部の管轄地域は台湾と香港であり,台 湾はおよそ
当
1,400万,香 港 は450万 の人 口で ある。31支 部,3地 方

部 に8,673名 の教会員 がい る。宣教師数 は148名 で,着 任 の

宣教師 は香港 で話 され る広東 語 と台湾 で話 され る北京語 のど

ち らかを学 ぶ。両方共 中国語 の方言で あるが,そ れ らはまっ

た く異 って いて,香 港 と台湾 の宣教 師を他 方に転勤 させ る こ

とはできないか らであ る。

現在 は古 い教会堂 が3つ と,フ ロアを礼拝堂 と して用 いる

共 同家屋が4つ(そ のため,エ レベ ーターを使 って教会へ行

くことにな る)。 個人 の家が1つ,小 さい一部屋だ けの礼拝

堂が1つ,そ の他 に15の 支部建物 を借 りてい る。伝 道部 の両

地域 では福音 が人 々によ く受 け入れ られ るようにな りつつ あ

る。我々は1970年 の バ プテスマ数 は1969年 の2倍 と期待 す る。

この地 での教会 の発展 ぶ りはたの も しい もので ある。

台湾の人口1,400万 のうち4,500人 が教会員である。台湾

の年間国民所得は1964年 以降従来の2倍 になり,そ の経済成

長はめざま しい。失業者はほとんど見 られなくなり,地 方に

は近代的な工場が点在するようになった。 この台湾では78名

の宣教師が働いている。台湾の教会組織は珍 しい。 というの

は,伝 道部であるにもかかわ らずステーキ部のようだからで

ある。台湾では,い つの日か中国における初のステーキ部 と

なる時に備えて指導者養成のために,地 方部長会と地方部評

議員が教会の諸事を運営 している。

中国の南東岸にある香港は共産広東省に隣接 し,398.5平

方マイルある。教会はこの地で急速に発展 しつつある。

来年の目標 としては第一に地方の教会指導者の 強 化 で あ

る。我々は,聖 徒たちがアジアの他の地域のための力の源と

なるよう,用 意 し,成 長 していると考えるものである。
`

チラシを求道者に配る宣教師

軸

カオ ・スイン駅で新しい同僚を待っているファン姉妹
馬
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神殿を建てるのか
故 デ ビ ド0.マ ッケ イ大 管 長

界中 とこへ行 っても,報 道関係者か ら 「なせあなた方
世
は神殿を建てるのですか」と尋ね られる。

また 「あなた方の教会の神殿と,他 の建物とはとう違 うの

ですか」と聞かれる。

彼 らは初めの質問の答えに非常に興味をいだいているが,

教会員である我々は,神 殿が聖なる儀式一 秘密の儀式では

な く神聖な儀式 一 を執行するために建て られることを知っ

ている。

その儀式のひとつが,夫 と妻の結婚の結び固めと,その間に

生 まれる子供たちの結び固めである。子供たちはそれにより

誓約の もとに生まれる権利を得る。そのことを聞くと,人 の

魂の最 も神聖な属性である愛が霊それ 自体 と同様に永遠であ

るという真理を理解する聡明な求道者,記 者たちは,ほ とんど

全員,深 い興味を示すのである。人が死んだのちにも愛 とい

180

う徳性は残 る。人の不滅なことと死後にも人格が存続するこ

とを信 じる者は,み な愛も存続することを認めるのである。

当然,次 のような質問が出て くる。 「来世で私たちはだれ

を愛するのだろうか」。夫と共に旅行中のあるご婦人は私がそ

う質問すると,「 すべての人を愛するで しょう」と答えられ

た。それを聞いた私はその時,「 そうです。そ して私たちは

この世においてもすべての人を愛さなくてはなりません。隣

り人を自分 自身のように愛すること,そ れが救い主の命 じら

れたことです」 と話 した。(マ タイ19:19参 照)

我々は地上の物事が天上の物事のひな型であると教えられ

ている。私は,前 世についての考えが死ぬべき世で得た経験

とひとつになる霊界において,愛 する人々を認め,地 上にお

けると同じように彼 らを愛することを想像する。

私は他の人々を愛する以上に弛私の妻とギ供たちを愛 し,
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天 の 王 国 の 来 ら

ロ イW.ド ク シ ー

これを以 て,願 わ くは天 の王国の来 らんため,ま ず神の王国を 出で

行かせたまえ。 一 教義 と聖約65:6一

1831年10月,予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスは神 の聖徒 が この世

で はこの世 の救 いを得,来 たるべ き世 では霊 の救いを得 るた

め のい ま しめを啓示 され た。 その啓示 の中で強 調 されてい る

のは,「 汝 ら主 の道 を備 え,… …花む このために用意 せよ」

(教 義 と聖約65:3)1と い うことで ある。

ギ リス トの再降臨 のための備 えは,ど のよ うにすればで き

るので あろうか。昔 ダニエル は,世 の王国の夢を見,末 の 日に

神 の王国が 「人手 によ らず」打 ち建て られるのを見 たが,主

は1831年 に神の王国が地上 に存在す ると言 われた。(65:2)

これ こそ末 日聖 徒イエ ス ・キ リス ト教 会,す なわち人 を救 う

に必要 なすべて の力 を もった 「全地 の面 に於け る唯 一の真 に

して生命 ある」教会 である。(1=30)

啓 示 によれば,人 は 「聞 き」,「 祈 り」,「 知 らしめ」,「 備

え」を なさねば な らない。(65:1,4,5)

用 心 し,祈 り,救 いの働 きに参 加 し,天 の王 国が神 の王国

に合併す るイエ ス ・キ リス トの再降臨 とい う輝 か しい 日のた

め に準備す ること,こ こに鍵 がある。

すなわ ち,救 われ,神 に仕 え ることがで きるよ うに,ま た

王 国を きた らす ために,ま ことの教会 と一致 してい ることは

人 の義務で ある。(23:7;65:4)

、「神の王国」 と 「天 の王 国」 は しば しば同意語 として用 い

られ るが,.主 は このふたつを はっき り違 った意 味で使 ってお

られ る。神 の王国は 「イエ ス ・キ リス トの教会 と して地上 に

前以 って建て られていた天の王 国の一部」 であ り,天 の王 国

は,や がて地上 の教会に合併す るはず の今 は幕 のか なたにあ

る王国,す なわ ち 「すべて の国家,人 種 の区別 をな く した文

字 通 りの王国」2で ある。

タル メージ長 老の言 ったように,次 の ことを忘れ てはな ら

ない。

182.

すでに地上に建て られている神の王国は,国 々の支配を望

んではいない。現存の政体を転覆 しようともしない。天の王

国が もたらされ,か の王が長 として地上に君臨され る時まで

は人々にまことの統治による正 しい原則を教えてそのように

生活するよう努める以外に,地 上の政府に属する物事を支配

しようとはしない。 しか し主が来 られる時には,主 が統治 し

た もう6な ぜなら,そ れが主の権利だか らである3。
6

あなたは備えているだろうか。

救い主の福千年 の統治が始 あ られ るよう,「 願わ くは∴…・

神の王国を 出で行かせ たまえ。」大切 な問題 は,そ の時が来 る

前 に どの ような ことが起 こるかを知 ってい る我 々が,主 のみ

わ ざの進展 に貢献 して い るか どうかで ある。主は,義 しく仕

えん と欲 す る民を御 自身 のためにお こす と言 われた。 よって

各教 会員に とり,備 えを なす人 々の中 に加わ ることが大切で

あ る。(100:15-17)そ れ ではその恵 み多い状 態を受け る

準 備 と して,我 々は何 をなすべ きであろ うか。4つ の ことが

葺 われてい る。

1主 のい ま しめを聞 き,注 意 を払 う。 主の声は天 か ら聞

こえ,主 は人 に主の ために働 く権能 を与 えた もうか らで

あ る。(1:17,18;65:1)こ れ にはバプテス マの時

や神殿 においてかわ した誓約 を守 る ことが含 まれ る。

2本 当の敵に打 ち勝 ち,信 仰を強 める ことので きる力を

謙 遜に祈 り求め る。(1:19-23参 照)よ く祈 り,イ エ

スに対 す る証を もった教会員 は,栄 えあ る主 の再降臨 を

心 か ら待 ち望 む。(45:39参 照)

3シ オ ン建設 のために働 く。聖霊 によって 「再 び 生 ま

れ」 た教 会員 は,人 々の光 となる生活 をす るだけではな
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聖餐会の話 し手が改宗者に手をあげるよう求めることがよくある。両親が教会員で

はない人々が手をあげ,幼 ない時から教会に来ていた人々は多少意識 したふうにまわ

りをみまわすのである。すると話 し手は,「 今手をあげなかった人たちは,い つ改宗
'ず
るので しょうか」 と尋ねる。

ほとんど全員がその言葉に注意をうながされ,幾 人かは自分の改宗や他の人々の改

宗という問題について もう一度考えるのである。

個 人 の 改
・宗

サ ミュ エ ルL.ホ ー ム ズ

音の回復によりキリス ト教会についての誤った老えは
福
一掃 されたが,試 練の時の安全な避け所となる改宗,

および改宗に もとつ く信仰については,い まだに理解 されに

くい。過去において多 くのキリス ト教徒が,改 宗とは神の選

民 となり絶対的に救われることだと信 じていた。彼 らにとっ

て改宗は過程ではな く身分であり,正 しい生活に導 くしるべ

ではなく功績であった。そ して,他 の宗派で特に強調されて

きたことは,改 宗とは宗教上の諸儀式への参加に関す ること

でありゴ諸儀式へ参加する特権の認容,拒 否取消 し,制 限い

かんを決定することであった。 もはや改宗という言葉はキリ

ス ト教徒と称する人々の間にさまざまな意味で用いられてい

るのである。

しか し,人 は得た知識に応 じて救われ1,自 分自身の罪に

対 して罰せられ2,知 識ある者さえ 悔改あを続けねばならな

い3と するならば,改 宗は終 りのない過程,尽 きざる成長で

184

あるはずである。人 に自由意志が備わっているとすれば,改

宗は個人の認識 と考えぬかれた選びとに大 きな関連がある。

福音が愛に基礎を置 くとすれば,改 宗には,福 音の原則を実

践 し,霊 の力を意識 して用いることが必要 となる。 これらの

事柄が正 しければ,自 分の意に反 して改宗する人はいないは

ずである。 また福音を聞 くすべての人に,改 宗は可能 となる

はずである。

「おとなの改宗」 とい う言葉を短か く定義 して,経 験と学

習により,自 分で我々と神との関係についての知識を得 るこ

と,お よびその関係に付随する霊的な考えや手段を発見 して

それらを用いることとする。そのような知識や考えを求める

ようになるまでに,信 仰は人に導かれ育てられて成長するで

あろうが,あ る日,我 々はひとりひざまず き,自 分で問わね

ばならない。宗教的な知識,予 言の霊感,い ましあ,約 束,

霊的たまものを我々はつみ重ね,た くわえることができる。
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が,違 ったタイプである。彼 らは自分の思想をはみだ してま

で,有 名な学者たちの言葉は何でも受けいれ,反面,霊 的な経

験は試 しもせずに反対する。 このグループの人の多くは,前

のグループの人々の狭さや堅苦 しさに反擾 しているように見

零る。彼 らは道徳的,良 心的であり,仕 事においては有能で

ある。宗教においては,聖 霊の声に耳を傾けるという自己訓

練ができていない人たちである。彼 らは聖霊に従 うというこ

とを,正 しく理解せずに,知 性を眠 らせることだと恐れ,た

だ拒否するだけである。彼 らは正 しく理解できずにいる。そ

のことをイマニュエル ・カントはこのように言った。

(ヨ ハ ネ7:14=17参 照)宗 教的 な活動 のなかか ら得 るもの

、について,近 代 の啓示 はさ らには っきり約束 してい る。

誠に,主 か くの如 く言 う。その罪を捨ててわれに来 り,

わが名を呼び,わ が声に従い,わ が誠命を守 るあらゆる人

々は,わ が面を見てわれ在るを知 ることあらん。

もし汝 らわが誠命を守 らば,御 父の完 きを受け,わ が御

父に於ける如 く,汝 らわれにありて栄を得べ し。 この故に

汝 らに告 ぐ,汝 ら恩恵 に恩恵を加えらるべ し,と 。、(教義

と聖約93:1,20)

戸

知性が衰え,倒 れる限界というものがある。そしてその

限界においては,神,自 由,不 死不滅に関わる疑問が頭を

もたげてくる。

以上両極端をあげたが,で は進んで実験 しようとい う人々

のことを考えてみよう。彼 らはいろいろな宗教をひやか しに

かじるのではない。彼 らは宗教的経験や教えを,他 の目標と

同じように系統だって満足のい くように求める人々である。

他の能力と同様に霊的な力をも伸ば したいと望み,そ のため

に当然従うべき規則あるいは律法に従って,実 際に霊的な力

を増 している。たとえば彼 らは祈ることが単に確信や励まし

を与えるだけでなく,霊 的な力の根源であることを知ってい

るのである。また権威あるものをとりいれることを知 り,そ

れを個人の考えや意見と調和 させている。主が約束 しておら

れる導 きの方法に正 しい関心を もち,幼 な子の信仰か らむず

か しい時期をめり越えておとなの改宗に達 したのである。彼

らにとって信仰は,社 会への参加をうながす推進力であり,

避難所でもある。信仰が避け所であることは詩篇23篇 にあ ら

わされている。この予言者が歌ったように,主は苦 しみの日に

とりでとなられる。信仰のもう一面は,行 ってすべての国民

に教えよと命 じられた救い主の言葉にあ らわれている。(マ

タ/f28:19)

経験によって信仰を得 る方法は,救 い主が求め,捜 せ,門

をたたけと勧められたことにはっきり示されている。(マ タ

イ7:7-11)ま たユダヤ人が救い主の知恵に驚いた時,主

は,教 えはわた し自身の教えではな く,わ た しをつかわされ

牟方の教えであると言い,「 神のみこころを行おうと思う者

であれば,… …教えが……わかるであろう」 と述べられた。

X86

これらの約束はみな行ないが条件となっているが,行 ない

それ自体は勉強である。

自由な選択によりおとなとして改宗す るには,そ れまで積

み重ねてきた信仰や過去に得た知識を拒むのではなく,そ れ

らを充分に自分のものとし,経 験により進歩 した自分の霊的

力が正 しい原則 によって導かれるようにす ることである。そ

れは人生の課題である。人生の一時期1こおける確信は,次 の

時期の確信を生むための準備,前 奏でしかない。我々は,信

ず ることは勉強や経験をやめることではないということを常

に忘れてはならない。

使徒がいやすことのできなかった病気の少年の父親の言葉

に,改 宗が終 りのないものであることが示されているのでは

ないだろうか。子供が救い主のみ もとにつれて行かれると,

主は言われた。

「もしできれば,と 言 うのか。信ずる者には,ど んな事

で もできる」。その子の父親はす ぐ叫んで言 った,「信 じま

す。不信仰なわた しを,お 助け下さい」。(マルコ9:23-

24)

我々も同 じである。

改宗は一ケ所にとどまりもしなければ,終 りもしない。我

々は今現在の信仰を持っているが,将 来はさらに強 くなるの

である。いまだに自分の信仰を持っていなければ,そ れは不

信仰であり,何 かの援助を仰がねばならない。我々は信仰に

よって,意 味と目的を知 り,ま だ示されていないことを期待

するρである。少 しずつ,神 と我々との関係が現実に存在す

ることを知るようにな り,今 ははρきりわからなくとも,.改

宗は静かにいつまで も続いていくのである。
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き せ

年ジ ョモツ ・ス ミスは家か らあまり遠 くない森の中に少

入 ってみたい と強 く思いま した。早春 の風 は木 々を通

りぬけてな おさ ら冷 た く感 じられ ま したが,ジ ョセ フは気 に

な らないようで した。 た くさんの教会 の間 で混乱が お きてか

ら二年後,ジ ョセブは一 つの決心 を しま した。何 を した ら良

いのか わか っていま した。ち ょうど新約聖 書 ヤコブ書第一章

の 「あなたがたの うち,知 恵 に不足 してい る者が あれば,そ

の人は,と がめ もせずに お しみな くすべて の人 に 与 え る 神

23子 供のページ

き の 朝
マ ー ジ ェ リー

リ ュア ンG.

S,キ ャ ノ ン

　

ウ イル キ ン ソ ン

に願い求め為がよい。そうすれば,与 えられるであろう。」と

いう所を読んでいました。ジョセブはどの教会に入った ら良

いかを神 に祈り求めようとしました。なぜ今までこう考えつ

かなかったので しょうか。そのことばはかれの気持をか りた

てました。そしてひそかに考えていた特別な場所にとて も行

ってみたいと思いま した。やがてその場所に着 くと立ちどま

り,あ たりを見まわ しま した。天の父と話をす る時には一人

きりになりたかったのです。太陽は今高 くのぼって い ま し
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と も子ちゃんは,お 母さんのそばに寄 りそっていま した。お母さ

んのひざの上は,な んと気持がよいのでしょう,こ の上にの っかっ

ている時が,と も子ちゃんの一番好 きな時間なのです,お 母さんと

楽 しく話をする特別なときなのです。

一日中
,と も子ちゃんは外であそびます。だって,4歳 のとも子

ちゃんにとってあそぶことは,い っぱいあるんですもの。まずお人

形さんとあそんだり,三 輪車にのったり,近 くの,も うおじいさん

になった犬のポチとじゃれまわったりしてあそびます。ときには,

お父さんのお手伝いで,庭 に水をまいたりします。また,と も子ち

ゃんの一番のお友達けい子ちゃんと,砂 のお城を作ったり,草 の上

にねそべ っているけい子ちゃんの足のうらや,鼻 を,長 い 葉 っ ぱ

で,く すぐったり,い たずらをするときもあります。

今 日も,楽 しい一日が終わり,と も子ちゃんは,い つものお気に

いりの場所にすわっています。あたたかいお風呂に入 り,き れいに

なって,か わいい,み ずいろのねまきを着て,お 母さんのここちよ

いひざの上で,お 話をしています。

毎晩,と も子ちゃんとお母さんは今日あったことを話 しあったり

します。 「きょうはね,け い子ちゃんとすごくきれいな砂のお城を

作 ったのよ」 「三輪車競争で一等になったけどひざをすりむいちゃ

った」など……。 とも子ちゃんとお母さんは,外 の美 しい景色や,

楽 しかったことを,思 い出 して笑ったりします。お母 さんは,い つ

も,と も子ちゃんに 「私達が,い つも楽 しくて,幸 せなのは,全 部

天にいらっしゃる神様のおかげなんです。だから,お 祈 りするとき

は,今 日の楽 しかったことを感謝することを忘れないようにしなさ

い」と言います。

今日,と も子ちゃんにとって,す ばらしいことがた くさんおこり

ました。お母さんは,と も子ちゃんの行ないを見ていたでしょうか

?今 日,ポ チと遊んでいたとも子ちゃんが,ど んなに勇敢だった

か,お 母さんは見ていたで しょうか?お 母さんは,裏 庭に.あるか

わいい草に,新 しい芽がた くさんできているのを知っていますか.?

とも子ちゃんと,お 父さんが,庭 の水まきをしているときに見つけ

たのです。

それに砂のお城/お 母さんは,と も子ちゃんたちが作ったすば

らしい砂のお城を見たことがあったでしょうか。お母さんは,小 さ

なとも子ちゃんが したと同じようなことをしたことがあると言いま

した。

「こんなにすばらしいものを くださった天のお父様に感謝するこ

とを忘れないようにしましょう」というお母 さんのことばを,と も

子ちゃんは思い出しました。

それから1.と も子ちゃんは,お 母さんの暖かい腕にだきしめられ

ました。 これが 「お話の時間」が終 って眠る時間がきた合図なので

す。そして,と も子ちゃんとお母 さんは,ベ ッドのそばでひざまつ

いて,天 のお父様に,感 謝のお祈 りをします,お 母さんが,最 初,
も

お祈りの言葉を言って,と も子ちゃんが,い つもその言葉をくり返

していました。

でも,今 夜は違います。とも子ちゃんが立ちあがりはじめたとき,

お母さんは しずかに言いました 「とも子ちゃん,長 い間 お母 さ ん

が,あ なたのお祈 りのお手伝いをしてきましたね,で も,今 日から

は,天 のお父様に,と も子ちゃん一人で,お 祈りできますね。きっ

とできると思いますよ」

とも子ちゃんは,お 母さんの顔を見あげました。

「お祈りは,ど のようにしてはじめるか知っていますね」とお母

さんが言いました。

とも子ちゃんは,コ クンとうなづきました。

「最初に,感 謝 したいことを,天 のお父様に,お はな し しな さ

い。そして,と も子ちゃんが,天 のお父様にしてほしいと思 うこと

を,お 願い してごらんなさい」とお母さんは,続 けて言いました。

とも子ちゃんは,ま た,コ クンとうなづきました。

「そして覚えていますね。最後にrす べてを,イ エス ・キ リス ト

さまのお名前を通 してお祈りしました」と言 って終わるんですよ」

とも子ちゃんは,お 母さんのひざの上からおりて,お 母さんのそば

にひざまづきました。見あげたお母さんの顔は,ほ ほえんでいまし

た。とも子ちゃんは,静 かに目をとじてお祈 りをし始めました。 と

も子ちゃんの声が低 く,静 かに,聞 こえています。

「天にいらっしゃるお父様,今 日一日,お 友達と楽 しくあそぶこ

とができましたことを感謝します。どうぞお母さんとお父さんを守

って下さい。そして私 も,守 って下さい……すべてをイエス ・キ リ

ス トさまのお名前を通して,お 祈りしました,ア ーメン。」

お祈 りが終 って,そ っとあけたとも子ちゃんの眼は,輝 いていま

した。

「お母さん,一 人でお祈りするって,す ばらしいことね」と,と

も子.ちゃんはうれしそうに言いました。

25子 供 の ペ ー ジ
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ルモン教徒」であξことを捨てて,自 分の仕えるものを選ば

ねばならないのである。

感謝すべきことに多くの人にとって,霊 的生活における危

機は証を強め,進 歩 しようという望みをかりたてるものであ

る。そして彼 らが己れを見出 し,福 音の意味を知った時には

それを人々にわけ与えたいと願う。彼 らは自分を新 しい目で

みつめるのである。生活に焦点があわされ,目 標が定められ

る。置かれた環境はつらく,義 務は残酷であって も,彼 らは

神の息子にふさわ しく生 きようと固 く決意 している。

ベ トナムの集会ではいつ も,妻 や家族に対する感謝 と,自

分はもっと良い夫や息子になろうという言葉が述べ られる。

50パ ーセントのモルモンであったある青年は,教 会員である

ことに新たな意味を見出 して,除 隊後宣教師になった。悔い

改めて再び主の祝福を受けるようになったのである。戦いで

仲間を失ったある教会員は人生を違った見方で見 るようにな

り,も っと意義ある人生を送ろうと決心 した。戦争はみにく

く,無 駄で不幸なことである。だがその悲 しみは,物 心の荒

廃の中からも霊的にまた決断力において成長 した人々を見 る

ことにより,幾 らかではあって も慰められるのである。

軍人の間での教会組織は,可 能な地域では支部,そ うでな

い地域ではグループが作 られている。ベ トナムだけで60か ら

7Qの グループがあり,3地 方部にわかれている。各地方部は

地方部長会と地方部評議員により管理 される。才幹ある人々

を見ると,主 がこの地方部の指導者を備えて下さったと感 じ

証が強まるのである。以前に監督だった人,ス テーキ部長会

に入っていた人,副 監督だった人,高 等評議員だった人大祭

司,そ の他多 くの経験を経てきた人々。地方部評議員は定期

的に各グループを訪問する。できる地域ではホーム ・ティー

チングが行なわれており,敵 の攻撃を受けた際には臨時の訪

問 もある。神権昇進が行なわれ,神 殿推薦状が発行され る。

アジアに駐留す るほとんどの末日聖徒軍人にとって,そ の時

期は教会に活発に,奉 仕する機会となる。

アジアにおける末 日聖徒軍人について話すには,教 会の物

的成長に対する彼 らの貢献 について語 らねば不十分である。

全アジアを通 じて礼拝堂は,軍 人の経済的な補助や労働奉仕

を受けて建てられてきた。彼 らは礼拝堂を建て る資金が足 り

ない人々のたあに貢献 しているのである。ベ トナムにおいて

は,軍 からもらう月の手当をベ トナムの教会建物や伝道資金

に捧げている軍人が多い。これと同 じことはアジアの各伝道

部で行なわれているのである。このような物質的な方法 と,

数えきれない愛の行ないを通 して,末 日聖徒軍人は現在 と将

来に備えて教会の物的福祉に貢献をなしている。

共に大会に出席 し,じ めじめしたジャングルでの悲惨な戦

いのひとときを教会の大会に集い,「 旅を終わらず死す も…

…」 と歌 う末 日聖徒軍人の声を聞 く人のみが,福 音に生 きる

ことが もたらす魂の豊かさ,確 信の深さ,慰 めの源を感 じる

のである。教会員 として立派に生きる彼 らが 「すべては善し

すべては善 し……」」と歌 うのを聞 く時に,彼 らの証は聞く

人の心を深 く打つのである。
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次に再び目標をたてることについて考えてみよう。つまり,

我々はどのようにして目標をたてたらよいのであろうか。す

でに指摘 したように我々はまず永遠の目標をたてる。それか

ら,永 遠の目標に到達す るたあに,学 業をおさある,伝 道の

準備をする,結 婚の相手をさがす,神 殿結婚にふさわ しい生

活をするなどの中間的な目標をたてるのである。そ して人生

で最 も重要な十代の時にたて るそのような目標を,十 代の終

りには達成できるように,年 毎の個人的な目標 にわけるので

ある。

年若い教会員は全員教義と聖約を読まねばな らない。特に

132章 は大切である。 この章 には 目標を達成するために 必ず

もとつかねばならない基盤が記 されている。主は,我 々にと

って大切な目標は,結 婚の新 しくかつ永遠の誓約を受けるこ

とができるように,ふ さわ しい生活をすることであると指摘

しておられる。永遠の結婚の準備をする若人にはふたつのこ

とが約束されている。それは,今 も永世にも夫,妻 として共

に生活できることと,永 遠 に家族という王国が続 くことであ

る。

我々のほかにどの人々がこのようにすば らしい約束を受け

ていることであろう。主はこのように言われた。 「この約束

はまた汝の約束なり。汝はアブラハムより出で,こ の約束は

アブラハムに為され しによる。 この律法によりてわが父の事

業は続き……」(教 義 と聖約132:31)

正 しい目標を定め,ど のような環境のもとでもその目標か

らそれないならば,我 々は永遠の御父と救い主のみまえに帰

ることができ,永 遠のよろこびである昇栄と永遠の生命 とを

祝福され るのである。

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲
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心の清い人 たちは,さ いわいである,彼 らは神 を見 る

で あろう(マ タイ5:8)
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マ ッケイ大管長!ま,「 敬震 と秩序 の根 本は 自制 の原則

で ある」 と言 った。 また ラスキ ンの 「敬度 は人 の世 に

おける最 も高貴な精神状態で あ る」 とい う言葉 を引用

して,「 敬 虐 は力 の しる し,不 敬 は弱 さの確 かな証拠

で ある。聖 なる ものをあざけ る人は決 して立身 しな い

で あろ う。人生 のよき ものは尊 ばねばな らないρ さも

な くば人 は試 しの 日が来 た時 にす ぐにもそれ らを否定

して しま うで あろ う。」

復活 され た救 い主 が弟 子たち とい っしょにエマオへ

向かい,ご 自身 がイエスで あるこ とを明 かさず に弟子

たちの前 を去 られ た時,彼 らは 自分た ちが主 の近 くに

いた ことを知 って互 いに言 った。 「お互 いの心 が内に

燃 えたで はないか」(ル カ24:32)。 我 々は 日曜学校や

聖餐会で敬度 な気持 にな った時,同 じよ うに ζう言 え

るのではあるまいか。 「お互 いの心 が内に燃 えたでは

ないか」 と。

礼拝 の第二 の原則 は,神 聖な場所 は我 々に神 を思 わ

せ るということで ある。

私は,神 を礼拝 す るのに山 と神殿 では どち らが よい

かと言 ったサマ リヤの女に耳を貸すのでは参い。大切

なのは騒 々 しい この世 的な雰囲気 よ りも,ま わ りが敬

度 さをか も しだす建物 の方 が敬度 にな りやす い とい う

ことであ る。

救 い主 は荒 野で思索 の40日 間 をす ご し,そ のの ち変

貌 の山へ登 られ た。天父 に祈 りを捧 げ る苦悩 の時 には

ゲ ッセ マネの園で ひ とりにな りたい と願 われた。 エ ラ

イジ ャはほ ら穴 に行 き,雷 や火 のの ちに静かな細 い声

を聞 いた。予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は聖な る森へ入 っ

た。

礼拝 堂は この 目的 のために建 て られ,献 堂 されてい

るのであ る。あ る意味で礼拝堂 のひ とつひ とつ は,世

の騒が しさを離れて集 ま り,祈 りを捧 げ る聖な る森 と

も言 えよ う。我 々は,開 会 の前 奏中 に隣 りの人 と話す

ことは礼拝 を邪魔す ることで ある と気づ いてい るであ

ろ うか。礼拝 堂 内で は会話 と礼拝 は両立 しない。互い

に反す るので ある。

私 は,少 年 の頃通 っていたハ ンツビルの礼拝堂 の壁

に 「ここは主 の家 です」 と書 いて ある絵が かか って い

た ことを覚 えてい る。我 々はみ な この言葉 を心に とめ

るとよいで あろう。 そこは主 の家 なのであ る。 ある意

味で,こ の礼拝堂 は我 々ひ とりひ と りにとって聖な る

森で ある。大理石 の神殿 や見事 な聖堂 が必 要 で は な

い。質素 な礼拝堂 で十分 であ る。我 々の とる態度で そ
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の場所が神聖になるのである。建物は礼拝の場 として

献堂されているが,我 々自身をも礼拝のために捧げね

ばならない。そ うした時にのみ,エ ライジ ャに静かな

細い声が語 りかけたように,天 父のみたまが我 々の心

に宿 り,我 々に語 りかけるのである。

考えな くてはな らない礼拝の原則の第三番目は,礼

拝行事の各 々が敬度さを築 きもし,こ わ しもするとい

うことである。

日曜学校の礼拝行事は,過 去50年 にわたって,指 導

者 と参加者がよ く準備をすれば,必 ず敬盧な雰囲気が

生 まれるという観点にたって改善されてきた。よ く練

習を したオルガニス トは開会の前 に音楽を流 して,出

席者 に救い主の教えを思わせることがで きる。本当の

礼拝行事では,開 会の讃美歌 と祈 りは天父の祝福を求

めるものである。監督 と管理会長はよ く準備 して不必

要な発表はしない。礼拝の精神にそぐわないバスケ ッ

トボールやパーティーや食事会その他の行事 に関係 し

た発表は してはならない。指揮者は歌詞の意味を強調

しながら威厳をもって練習の歌の指導をする。

管理会長会は前 もって二分半の輩 をする人や日曜学

校で聖餐を行なっている所では聖餐の聖句を リー ドす

る人,聖 餐の祈 りを捧げる人と会い,参 加者である彼

らが責任をよ く果たすととに管理会長会が大きな関心

をよせていることを示 し,な ぜ礼拝をするのか,ど の

ように行なうのが一番よいかを知ってもらうようにす

る。管理 会長会 の兄弟 たち,各 責 任 につ いて あなたの

考 えセい ることを紙 に書 き,そ の責 任 を頼み πい人 に

手 渡す と.いうのはよい考 えで ある。彼 らにそれを読 ん

で も らい,礼 拝 の始 まる前 にひ ざまつ いて祈 り,心 を

低 くして準備す ることがで きるよ うに 自分の召 しの神

聖 さをひ と りで考 えて もらうよ うに しな さい。世 のわ

ず らいを離 れて聖霊 と調 和で きるよ うに参加者 を祈 り

会 に招 きな さい。

礼拝行事 を改善す るの に,チ ェ ック リス トを使 いな

さい。各項 目に関心を もち,完 全 に向 か って努 力 しな

さい。すべ ての思 い,す べて の状態,す べての行動が

ただひ とつの 目的,す なわ ち天父 の聖 きみた まを我 々

のそば に招 くとい う目的 につなが るよ う,礼 拝か ら粗

野 な言動をな くす ために,敬 度 な言葉,上 品な振舞 い

を しなさい。動作す べてが大 切で ある。声g)調 子で心

が表われ る。主が我 々と共 にい られ るホ う,、す べ ての

ことに完全 をめ ざ しな さい。
妬
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また,不 信者の妻 も夫 によって きよめ られて いるか らで

ある。 も しそ うで なければ,あ なたが たの子 は汚 れてい

ることにな るが,実 際 はきよいではないか。

しか し,も し不信者 の方 が離 れて行 くのな ら,離 れ る

ままに して お くが よい。兄弟 も姉妹 も,こ う した場合 に

は,束 縛 され てはいない。神 はあなたが たを平和 に暮 さ

せ るために,召 されたのであ る。

なぜ な ら,妻 よ,あ なたが夫 を救 い うるか ど うか,ど

う してわか るか。 また,夫 よ,あ な た も妻を救 い うるか

どうか,ど う してわか るか。

さて,私 の愛す る姉妹 たち./も し皆 さんが,自 己中心的

でな く,従 順,け んをんで,ク リスチ ャンの愛の精 神を もち,

行 ない と言葉 が聖霊1こ よって導かれて い るな らば,あ なた方

はそれ らの影響 力によ り,神 様 の道具 として使 われて,夫 の

心を良い方へ変え させ,ひ ょっ とした ら,彼 もまた,あ なた

と同 じように,す ば らしい クリスチ ャンにな るか も知れ ませ

ん。

で は,次 に二番 目の単語,wife(妻)に ついて,お 話 した

いと思い ます。妻 とい う言葉 の意味 にについては婦人 たちは

ほ とんど御存知 ない ことで しょう。私 た ちが結婚す るとなぜ

wife(妻)と 呼ばれ るので しょうか。 この単語 の語源 か ら,

そ の理 由が少 しわか ると思 い ます。 英語で 「wife」(妻)は

「weave」(織 物 を織 る)と い う動詞 に語 源を発 して います。

リンネルや布 は,各 家庭で織 られて いま した。縫 い糸 で さえ

も糸車 と呼ばれ る道具 を使 って,各 家庭 で作 られていたので

す。 それか らそのた くさん の糸 を使 って,手 ばたで布 を作 り

ま した。元来 妻は,こ の ように糸 を作 った り,布 を織 った り

していたのです。では また,聖 書 の中か ら,引 用 してみたい

と思い ます。旧約聖書 の箴言,31章13,19,24節 で す。.

彼 女 は羊 の毛や亜麻 を求 めて,手 ずか ら望みの ように

それを仕上 げ る。

彼女 は手 を糸取 り棒 にのべ,そ の手 につむを持 ち,

彼 女 は亜麻 布の着物 をつ くって,そ れを売 り,帯 をつ

くって商 人に渡す。

先 に述 べたよ うに,夫 は,外 側か ら,家 庭 を固 く結び つけ

るたあのすべての仕 事をす る責任 を持 って います。一方妻 は

家庭生活 とい う織 物を織 る責任 と機会が与 え られて います。

このことは,婦 人た ちの家族 に無 くて はな らない幸福 を準備

す るために家庭内で行なわれ る ものです。

愛す る皆 さま,家 庭生活 とい う織物を織 りなす ことは,私 の

知 って いる限 りで最 も大切 な仕事 です。 それは世界 中で一番

美 しい織物 をつ くる仕事 です。 その織物 が,箴 言 に述 べ られ

ているようなま ことの ク リスチ ャンの女性,夫 や子供 たちを

幸福 に したいと願 う女性 によ って織 られ ると した ら,そ れは

何 と美 しくなる ことで し ょう。

194

どの織物を織る時にも,私 たちが打ち勝たなくてはならな

い試練と誘惑の時があります。なぜなら,す べてがうまくい

くわけではないか らです。休 まず織り続けることにあきる日

が来るで しょう。私たちの家庭という織物は,人 には誰にで

もおきる様々な問題や困難なことによって色づけされていま

す。でも,も し恵 まれてそれ らを克服できたら,全 体のデザ

インは前より美 しくなるのです。すばらしいことではありま

せんか。私たちの心の中に,愛 と理解があれば,克 服 された

問題は他のどんな糸よりも強い金糸,銀 糸 となります。私た

ちがわがままでなく,家 族を愛 し家族のために働きたいと心

から思い,勇 気をもって雄々しく仕事にたち向うな らば,あ

らゆる織物のうちで最 も美 しい家庭という織物を織 りあげる

ことができるのです。

妻である方,お 母さんである方,皆 さまの家庭はどのよう

に織 られていますか。皆さまは,平 和と愛によって家庭をき

れいに秩序正 しく織 りあげてい らっしゃいますか。それとも

秩序 もなくでたらめに織りあげている妻ですか。その妻 とは

決 して見出すことのできない自分だけの喜びや幸福を求めて

家庭における責任を投げ出 し,家 という織機を離れる婦人で

す。最近自由と権利を主張 し,家 庭や家族間での妻としての

従来の務めか ら解放されることを要求する婦人たちが多 くな

っています。 このような婦人たちは,悔 改めて神様か ら与え

られた妻としての特権にたち帰 らなければ,平 和な家庭を営

むのに必要な美 しい織物を織 りあげることはできません。

もうひとつ,特 にお母 さんに申 しあげたいと思います。私

たちの子供たちの生活や性格 とい う織物は主に,私 たち親を

観察することによって構成 されて くるということです。それ

に,子 供たちは私たちか ら学ぶだけでなく,実 際 私だちは

子供の幼い時期に彼 らの人生を織 りこんでいるの で す。 事

実,私 たち親は,子 供 たちが生まれる前に,彼 らの人生設計

を織 り始めているではありませんか。そうなのです。私たち

にとって一番大切な織物ひとつは,子 供たちです。その子供

たちの人生が3つ の要素,つ まり,身 体 ・精神 ・霊から成 り

立 っていることを忘れてはなりません。私たちは,子 供たち

の体の成長のために必要なものを,全 部準備 し,精 神面の向

上に心を くだき,彼 らを元気づけます。でも,私 たちが彼 ら

の霊を育て,助 け,支 えないなら,最 も価値 ある永遠の霊の

養育 に怠慢であるということです。

私 たちが,母 として,妻 として,「 はい,私 の霊や夫と子

供 たちの霊は,こ の不安定な世界での辛苦にかかわらず,神

様の愛と慈悲のうちに生 きています」と答えられるならば,

なんと幸せなことで しょう。

皆さまを心から愛 しています。このような機会が与えられ

たことを感謝いた します。
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ちが彼に似るものと尽ることを知っている。……(1ヨ ハネ312)

イエスは次のよ うに言 って,そ の高い状態に登 るよう私たちを鼓舞 しておられます。

故に,わ れまたは天にまします汝 らの父が完全なるごとく,汝 らもまた完全とならんことを。(皿 ニーファイェ2:48)

計画

神は初めの時から,「 人に不死不滅 と永遠の生命とを」もた らして救 うという目的を遂行 して来 られました。そのたあの計画は天上の大会

議で発表されました。その時,霊 たちのあいだに,

・・…神の如き者一人立ちて共に在 りし者たちに言いけるは,わ れら降り行かん。か しこに空間あればなり。而 してこれ らの材料をとりて

これらの者の住まうべき地を造 らん。而 して,こ れによりて彼 らを試 し,何 にてもあれ,主 なる彼 らの神の命 じたまわんすべてのことを彼

らが為すや否やを見ん。而 して,最 初の位を保つ者は更に附け加えられ,… …第二の位を保つ者は,と こしえに栄光をその頭に附け加えら

れん。(ア ブラハム3:24-26)

今,・.人として生きていることは,私 たちが最初の位を保ったことの証明です。私たちはその上,と こしえに不死不滅をつけ加えられると約

束されています。 しか し,私 たちはまだ,ジ ョセブ ・スミスが扶助協会の婦人たちに言ったような救いを得る確証を受けてはいません。その

救いを得るために,私 たちは最大のむずかしいチャレンジ,第 二の位を保ついとうチャレンジを今受けているのです。私たちには神の命 じた

もう 「すべてのことを……為す」ことが要求されています。それを行なうならば,私 たちは 「とこしえに栄光をその頭につけ加えられ」るの

です。(マ タイ5:48参 照)私 たちはイエスや天の御父が完全であられるように,「完全になることができます。それが救われることの意味な

のです。

これまで長々と話してきたことが 「人の救い」 という私たちに課せ られた責任と関係あるかどうかと尋ね られたならば,こ のことを私の答

えとします。

私は人.とは何であるかを皆さまに思い起こしていただこうとお話 してきました。 さらにこの上なく尊いその価値や可能性について,ま た人

を救うということの意味,人 がいかにして救われるかということについて,考 えていただきたいと思 ってお話してきました。私たちが人の救

いをよく手助けできるためには,以 上の事柄をよ く理解することが必要だと思います。他の人を導 く人々には,望 む目標にはどうしたら到達

できるか,そ れはどのような意味なのか,自 分は目標をめざして歩んでいるだろうかなどとい う,目 標に対する正 しい理解がぜひとも必要で

す。:それ らのことをいつ もしっかり見つめることにより,動 機が生じ,導 きが得 られるのです。

時代を通 じて正 しい道を進んでこられたのは,自 分たちの場所が得 られるという希望と期待に満ちたシオンのビジョンがあったからでした

1850年 代 に戻 って,ヤ ング大管長は聖徒たちに言いました。

(それは)泥 穴の多い平原をぬかりながら家畜を追っていくのでもなければ,家 畜や良 くない人々が,大 勢おしよせるというのでもな

い。(民 の姿か ら輝き出る)美 と栄光に満ちたシオンというビジョンである。 .

(彼は言 った)あ なた方が勇気を得て,こ の人生の困難や悲しみや落胆に遭遇する時の備えをなし,そ れらに打ち勝 つて,す でに啓示

された主の栄光を身に受けるための準備ができる,美 しく栄えあるシオンをあなた方は見た。

パウロは,購 い主御 自身が同じように自らの道をまっすぐに進まれたことをヘブル人に説いています。

信仰の導き手であり,ま たその完成者であるイエス……彼は,自 分の前におかれている喜びのゆえに,恥 をもいとわないで十字架を忍び
……(ヘ ブル1212)

讃 美歌は正 しい生活の将来に待つ輝かしい報いをめざして頑張ろうという決意と思いを新たにしてくれます。そのため,私 たちは讃美歌を

心か ら愛 します。
.〈おそるな

,わ れは汝が神 常に汝と共にあり 助け与え,強 くして わが正 しき力をもて 汝をささえ励まさん)

(鰹 瓢 灘 徒謡 隠 轟 集騨 襲 は騨 住まん)
繰 り返 しますが,人 の救いに絶対欠かせないのは,人 は何者であるか,人 を救うことはどのようなことであるのか,人 はどのようにしたら

.救われる.のかを,い つ も心にとあることです。

……これ らのことを汝 らの胸にしかと銘ぜよ。汝 らのこころに永遠の厳粛なることを銘記すべ し。(教 義と聖約43:34)

この言葉を実践 しようではありませんか。そうすることは私たち自身の救いのために働 くことであるばかりか,そ れと同様に共に働 く人々

が彼 ら自身救われようと努めるよう,励 ま.すことにもなるのです。実践する場合に,救 いの教えを全世界に宣べ伝える責任は教会にあるにも

かかわらず,予 言者は扶助協会にさらに厳 しい責任を与えられだというこどをよ く心にとめることが大切だと思います。彼は扶助協会の婦人

たちに言いました。

あなた方の働きの大部分は,自 分の知っている人々,あ なたのまわりの人々に限りなさい。知識に関しては全世界を見つめるように,し

か し実際に導きと恵みを施 こす仕事は身近な知人たち,特 に扶助協会の会員に対 してなすようにすべきである。(教 会歴史記録 第4巻

P,607英 文)

私 たちは,予 言者があなたの 「まわりの人々」と言った中に夫が含まれていることを知っています。なぜならば予言者はこのように言いま

した。

この協会では婦人たちに,夫 にどう接するべきかということ,夫 にやさしさと愛 とをもってどのように接するかということを教えなさい。

男が問題に悩み,困 難や心配事で疲れている時,不 平や議論ではなく,ほ ほえみや,や さしさに迎え られるならば,彼 の心身はやすらぎ,思

いは和げられる。絶望に沈む心には愛と親切による慰めが必要である。(教 会歴史記録 第4巻P.606-7英 文)
.「あなたのまわりの人々

」には子供や孫やその他の家族も含まれます。それについての私たちの義務を考えてみると,私 たちにはさまざま

な方面でたくさんできることがあるように感 じます。た とえば働いている母親 と家族の夕べに関することです。

私は最近,母 親が働 きに出て家にいないために家へ帰 りたが らない子供がいるということを,あ る初等協会で聞きました。`
.この場で

,人 の救いと,家 をあけるこ.とが子供に及ぼす影響を理解された扶助協会の婦人たちは,よ ほどの場合でなければ,家 庭を留守に

しないこと.でしょう。 「婦人の扶助協会」が人の救いに関 して最も力ある働きができるのは,盲 分自身や他の婦人たちを力づけて,子 供たち

の心に,主 に仕え,主 の御名をほめ,両 親から主の道を学ぼうとする望みを植えつけることなのです。 鳥

このことを目標とし,そ れが達成できるよう,イ エス ・キリス トの御名によりお祈 りいたします。アーメン。

.196
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日 本 西 部 伝 道 部 よ り

マ1
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西部伝道部の五月

庭のつつじの開花とともに,日 本西部伝道部もようや く,き れ

いな花を咲かせています。

新 しい支部が開かれ,新 しい10人 の宣教師がやってきて,多 く

の新 しい会員がこの教会にまねかれています。

さて,5月15,/6,17日 の 三日問,十 二使徒補助のブロックバ

ンク長老御夫妻を招いて,最 初の伝道部大会が開かれました。力

強い渡辺伝道部長の話をききながら,ミ 王国の建設者ミとしての

新 しいいぶきにひとみをかがやかせている会員や宣教師達の顔、

それは ミ愛と奉仕の精神ミという大会テーマのもとに一つとなっ

て開かれたので した。

そこには,主 のみたまがみちあふれ,さ きほこる庭のつつ じの

中で,一 つの喜びの家族が,こ の西部の地に誕生 したので した。
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日本西部伝道部のページー
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日本東伝道部 東北地方部だより
★5月30日 堀 内伝道部長,

りお こなわれた。

♪ 一一一一譲 貞

ハーデ ィング建築総監督を迎えて東北の地に最初の主の宮か建てられるべ く鍬入れ式が と

瓢籍

贈縣
聯 毒饗嫡∵書綴 鐸

評 、㌦繍鐙 醐 醸

阿 部 支 部 長 挨 拶

堀内部長,自 己の弱さを素直に認め,神

様の導きを求めるよう聖徒を励1す。

左より松本,堀 内部長,ヘ イワー ド,角 山,阿 部各兄弟

(左後方は完成した宣教師宅)

☆6月13,14日 心 配 され た梅雨空 もか らりと晴 れ,東 北各地か ら,熱 心 な兄弟姉妹が

集 い,テ ーマ神権 の もとに楽 しく,そ して有意 義な大会が開かれ た。

▲全伝道所の会員によるコーラス

▲東北の聖徒達

80名 参加 リーグ戦みごとなジャンプー番

★地方部新任役員

第2副 地方部長

地 方 部 書 記

日曜学校 会長

扶助協会第2副
解 任

地 方 部 書 記

200

阿
山

大
紙

小

部

本
沼

谷

林

順

長
繁

愛

浩

夫

美
弘

子

志

建築支部?の 会員 仙台支部出身,早 坂長

老めてたく帰還の挨拶

一 日本東伝道部のページー
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